
原

因

・

理

由

を

表

わ

す

「

間
」

の

成

立

一
、
は
じ
め
に

二、
成
立
時
期

三、
成
立
原
因

1、
原
因・
理
由
を
表
わ
す
表
現
形
式
に
於
け
る
検
討

2、
「
ホ
ド
ニ」
と
の
関
連

四、
む
す
び一、

i立

じ

め

原因 ・理 由 を表わす 「閲」 の成立

和
化
漢
文
研
究
の
緒
は、
と
の
漢
文
が
如
何
様
に
正
格
漢
文
と
異
な
る
か
を

明
ら
か
に
す
る
乙
と、
す
な
わ
ち、
語
序
の
相
違
・
独
特
の
用
語
の
使
用
・
敬

語
の
有
無
等
を
指
摘
す
る
と
と
で
あっ
た 。
し
か
し 、
近
時
の
和
化
漢
文
研
究

の
趨
勢
が
用
字
法
研
究
で
あ
り、
そ
れ
を
基
盤
と
し
て、
他
位
相
の
言
語
と
の

比
較
検
討
を
行
い、
加
え
て
と
れ
を
史
的
に
究
明
せ
ん
と
す
る
立
場
よ
り
す
れ

ば、
先
の
指
摘
の
中
に
も、
い
ま一
度
そ
の
日
で
検
討
し
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い

問
題
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る 。

標
題
に
掲
げ
た
「
間」
も
亦、
そ
の
中
の一
つ
で
あ
る 。
乙
れ
に
つ
い
て

は、
峰
岸
明
氏
の
論
文
「
今
昔
物
語
集
に
於
け
る
変
体
漢
文
の
影
響
に
つ
い
て

3
I

 

ll- -間」
の
用法をめぐ勺
て
1l」

を
先
鞭
と
し
て 、
い
く
つ
か
の
研
究
が
公
に
さ

鈴

木

百王，..，.、

ゆ寸A
η6

れ
て
き
た 。
そ
れ
に
よ
り 、
「
用
言
・
助
動詞
の
連
体
形
に
承
接
し
て
時
の
副

詞
匂
を
構
成
す
る」、
所
謂
「
間」
の
形
式
体
言
的
用
法
が
「
文
体
的
に
は
変

体
漢
文
本
来
の
用
法
で
あ
る」
乙
と
が
実
証
さ
れ、
そ
乙
か
ら
ζ
れ
を
中
心
と

し
た
研
究
は、
今
昔
物
語
集
を
は
じ
め
と
す
る
諸
資
料
の
文
体
解
明
ゃ、
他
の

語
詞
と
の
関
連
を
究
明
せ
ん
と
す
る
な
ど、
大
き
な
拡
が
り
を
見
せ
て
い
る 。

し
か
し 、
八
表
1
V
1
平
安
初
期
以
前
の
和
化
漢
文
資
料
に
於
け
る
「
間」

吟44
得。

の
風
正

11 、
並
び
に 、
八
表
2
v
lla
平
安
中
期
以
降
の
和
化
漢
文
資
料
に

舟ゆA
必仏唱

於
け
る
「
間」
の
用
法

ーー
を
比べ
て
み
る
と 、
和
化
漢
文
に
於
け
る
「
間」

の
用
法
を
論
ず
る
場
合、
そ
の
形
式
体
言
的
用
法
の
存
在
を
指
摘
す
る
の
み
で

は
言
足
ら
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る 。

乙
の
形
式
体
言
的
用
法
は、
〈
表
1
V
八
表2
〉
に
於
い
て
は、
-
時
間
的

意
味
用
法
中
の
B
継
続、
す
な
わ
ち
「
ー
す
る
う
ち
に」
の
意
と
解
せ
ら
れ
る

用
法
と、
〈
表
2
V
の
E
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
用
法、
E
形
式
語
の
三
種
の

意
味
用
法
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
る 。
と
乙
ろ
が、
と
の
う
ち
継
続
の
用
法

は、
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に、
上
代
か
ら
平
安
後
期
以
降
に
亘
る
種
々
の
和
化

漢
文
資
料
に、
確
か
に
多
数
認
め
ら
れ
る
も
の
の、
他
に
中
国
の
正
格
漢
文
資

料
で
あ
る、
妙
法
蓮
華
経
や
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
に
数
例
見
受
け
ら
れ
る
の

を
は
じ
め
と
し
て、
敦
爆
変
文
ゃ、
本
邦
に
於
け
る
正
格
漢
文
資
料
と
さ
れ
る
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注5

日
本
書
紀
か
ら
も
か
な
り
の
数
が
拾
わ
れ
る
の
で
あ
る 。

と
の
事
実
に
よ
っ
て 、
所
謂
正
格
漢
文
な
る
も
の
の
定
義
を 、
改
め
て
問
い

直
し
て
み
る
必
要
性
が
生
じ
た
訳
で
も
あ
る
が 、
少
な
く
と
も 、
と
の
「
間」

の
形
式
体
言
的
用
法
が
和
化
漢
文
本
来
の
用
法
で
あ
る
と
は 、
必
ず
し
も
言
い

切
れ
な
い
と
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る 。

従
っ
て 、
和
化
漢
文
に
於
け
る
「
問」
の
特
性
を
捉
え
る
為
に
は 、
む
し

ろ、
和
化
漢
文
独
自
の
意
味
用
法
に
考
及
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る 。
そ
の
意
味
用
法
と
は 、
〈
表
1
V
〈
表
2
〉
の
比
較
の
結
果

に
徴
す
る
に 、
正
格
漢
文
資
料・
平
安
初期
以
前
の
和
化
漢
文
資
料
か
ら
も 、

或
い
は
敦
燈変
文・
日
本
書
紀
か
ら
も
看
取
さ
れ
な
い 、
原
因・
理
由
を
表
わ

す
用
法
の
他
に
は
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
る 。

し
か
し 、
と
の
原
因・
理
由
を
表
わ
す
用
法
の
解
明
は 、
確
か
に
と
れ
ま
で
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〈
表
1
V

平
安
初
期
以
前
の
和
化
漢
文
資
料
に
於
け
る
「
間」
の
用
法
(
付 、
正
格
漢
文
資
料・
変
文)

IV E E I 

/ 
そ 程 係関 C B A空 B A 時
の 度 場 距 内 問 継

続
期
問

間
イ也 所 離 部

79 5 1 1 4 間
2 頃 法 華経

5 際

17 8 13 6 12 間
8 1 頃 正

慈 恩 伝
漢

文
格14 4 1 5 際

3 程 変
文135 1 29 1 51 46 50 間

1 1 頃 敦燈変文

1 1 程

87 2 3 15 18 18 間
日本書紀

1 4 4 際
= 

間 | 古 事 記23 5 1 23 4 

127 6 5 2 7 間
風 土記 上3 程

3 
代

3 1 1 2 4 間 | 家 伝
9 間 | 法王帝説
9 6 2 11 間

日本16 3 8 頃 霊異記 平1 1 4 程
安18 1 問

識語文稿 初
1 1 2 頃 期
2 7 間

感霊録
1 2 頃



二
三
の
試
み
が
為
さ
れ
て
来
て
は
い
る
が 、
そ
の
成
立
時
期
・
成
立
原
因
に
未

だ
定
説
と
言
わ
れ
る
も
の
が
無
い
の
が
現
状
で
あ
る 。
只 、
一
般
的
に
は 、
中

世
以降
成
立
し
た
も
の
と
説
か
れ
る
ζ
と
が
多
く 、
鎌
倉
時
代
頃
か
ら
行
わ
れ

〈
表
2
V

平
安
中
期
以
降
の
和
化
漢
文
資
料
に
於
け
る
「
間」

の
用
法

原因 ・ 理由を表わす「悶」の成立

の

他 ザl五
原
因

理
由

E
形
式
語

wu
空
間

A
内
部

B
距
離

C
場
所

V
関
係

明日
程
度

そ

6 I 17 37 -911 1 1 1一

暦 | 安

期
際|将門記1 4 

川一山

引

」u

寸|

寸

一

程7 

司一1-1 5 10 I同'ltl 373 

注6

た
と
推
定
さ
れ
た
研
究
も
見
受
け
ら
れ
る 。
管
見
に
よ
れ
ば 、
従
来
の
研
究
に

於
い
て
掲
げ
ら
れ
た
か
か
る
用
法
の
最
古
例
は 、
前
掲
峰
岸
氏
論
文
所
掲
の、

御
堂
関
白
記
寛
弘
八
年
(
西
暦一
O一
一
年)
の
条
の
よ
う
で
あ
る 。

4 6 
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ω
東
宮
雑
事
不
関
問 、
可
然
冷
旨
等
未
下 、
(
御
堂
関
白
記

十
三
日
裏
書)

尚 、
峰
岸
氏
は
「
中
世
以
降一
般
的
用
法
と
な
る 、
原
悶・
理
由
を
意
味
す

る
「
閲」
の
用
法」
の一
端
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず 、
右
の
例

は 、
乙
の
用
法
の
最
古
例
を
提
示
せ
ん
と
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
乙
と
を
付
記

し
て
お
く 。

究
弘
八
年
六
月

成

立

時

期

そ
乙
で 、
如
上
の
観
点
に
従
い 、
先
ず
原
因・
理
由
を
表
わ
す
用
法
の
成
立

時
期
を
推
定
す
べ
く 、
和
化
漢
文
資
料
に
於
け
る
「
悶」
の
用
例
を
検
討
し
て

み
る
と 、
既
に 、
平
安
中
期
資
料
の
貞
信
公
記・
九
麿・
将
門
記
に 、
次
下
の

如
く
散
見
さ
れ
る 。

と
乙
に 、
そ
の一
部
を
掲
げ
る 。

〔
貞
信
公
記〕

ω
刑
部
卿
従
来
門
退
出
者 、
式
部
輔・
丞
皆
稽
病
不
参 、
召
代
官
閥 、
巳
四
貼

政
始 、
可
免
近
衛
官
人
勘
事 、
(
承
平
元
年
八
九
三一
〉
二
月
十一
日)

ω
十
三
日 、
除
目 、
丑
四
刻
議
畢 、
定
受
領
問 、
招
左
衛
門
督 、
其
後
矯
問
良

氏・
行
並
等
能
治
之
由 、
招
右
大
弁 、
(
同
年
三
月
十
三
日)

ω
処
勘
事
年
也 、
不
可
給
者 、
而
故
千
古
依
病
不
上
問 、
二
年
給
有
給
例
者 、

不
可
申
返
之
由
仰
了 、
(
同
年
十
月
十
二
日)

的
三
日 、
清
雅
山
階
寺
別
賞
官
符・
宿
院
別
嘗
宣
旨

刑判刻閥、
且
可
令
行

事 、
以
助
縄
害
示
送
有
相
朝
臣 、
(
天
麿
二
年
八
九
四
八
〉
二
月
三
日)

附
廿
三
日 、
中
使
俊
朝
臣
来
云 、
欲
上
清
涼
殿
様
上
問 、
可
有
行
幸
云
R 、
今

有
何
日 、
(
同
年
二
月
廿
三
日)

〔
九
暦〕

的
寂
末
参
議
以
盃
欲
体
弁・
少
納
言
之
問 、
避
座
停
之 、
(
承
平
七
年
八
九
三

七
〉
八
月
十
五
日)

制
御
品質
進
畢
問 、
下
官
立
階
西 、
参
議・
侍
従
等
束 、
宰
相
同
可
立
階
西 、
而

立
束 、
似
無
便
宜
云
号 、
(
天
民
三
年
八
九
四
O
V
九
月
十
八
日)

〔
閤〕

〔
鵡〕

倒
依
件
商
人
之
訪
答
先
閣
命
旨 、
其
後
随
上
立
箸 、
麿

州側剖閥 、
更
置
箸

者 、
(
同
七
年
八
九
四
四
〉
悶
十
二
月
九
日)

帥
事
漸

期間
参
待
賢
門 、
念一一
尤
甚 、
不
執
申
於
上 、
但
鋳
令
賓
否 、
(
天
暦

元
年
八
九
四
七
V
十
二
月
十
七
日)

ω
時
刻
己
至 、
欲
出
門
之
問
令
陰
陽
助
茂
樹
宿
祢
行
反
問
之
事 、
(
同
四
年

八
九
五
O
V
七
月
十
日)

〔
将
門
記〕
タ

ヲ

1

11

〔
補〕

||ユ

帥
長
官
梢
集
度
ミ
過-
依
官
符
之
旨-
擬
追
補-
之
間

園
豊
田
郡日
之
次
(
其
福
寺
本
部
行)

帥
而

笹
川附
兵
衆 .
八
千
除
人

剰刺銅叶司臨 ・

仰

行)
例
え
ば 、
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急
提
妻
子-
遁
渡
於
下
線

管
所
率-
四
百
絵
人
也 .
(
同

用
例
制
は 、
「
廿
三
日
に 、
中
使
俊
朝
臣
が
来
てき口
う
に
は 、
清

注
7

涼
殿
の
棟
上
を
し
よ
う
と
思
う

叫司 、
行
幸
す
可
き
だ」
と
建
言
し
て
い
る
窓

と
解
せ
ら
れ 、
「
棟
上
を
し
よ
う
と
思
う
う
ち
に 、
行
幸
す
可
き
だ」
の
窓
と

は
考
え
難
い 。

同
様
に 、
用
例
仰
は 、
「
寂
末
参
議
が
盃
を
弁
や
少
納
言
に
伝
え
ん
と
し
た

の
で 、
座
を
避
け
て
之
を
伝
え
た」 、
用
例
帥
は 、
「
事
が
漸
く
終っ
た
の
で 、

待
賢
門
に
参っ
た」 、
用
例
ω
は 、
「
時
刻
が
既
に
出
門
の
時
と
な
り 、
門
を
出

ょ
う
と
思っ
た
の
で 、
陰
陽
助
茂
樹
宿
祢
に
反
問
の
事
(
安
倍
家
の
秘
法
で 、

一
一砲
の
祈
驚)
を
さ
せ
た」
と
い
う
怠
と
老
え
ら
れ 、
そ
れ
ぞ
れ
「
ー
す
る
う

ち
に」
の
意
と
は
考
え
難
い 。
用
例
帥
も 、
「
し
か
し 、
恒
例
の
兵
衆
八
千
余



原因 ・ 理由を表わす「悶」の成立

人
が
未
だ
来
集
し
な
い
明司 、
将
門
の
率
い
る
兵
は
四
百
余
名
の
み
だっ
た」

の
意
で
あっ
て 、
「
八
千
余
人
が
来
な
い

引引叫」
の
怠
と
は
考
え
ら
れ
な
い 。

同
じ
よ
う
な
用
例
は 、
平
安
遣いχ
所
載
の
古
文
書
類
に
も
次
の
如
く
に
見
ら

れ
る 。

〔
佐
伯
院
付
属
状〕

帥
庄
厳
己
成
之
後 、
雨
卿
相
次
努
卒 、
其
後
麻
毛
利
宿
禰一
女
子
佐
伯
氏
子
居

住
彼
寺、

岡刻制剖閥 、
令
破
壊
数
屋 、
党
登
邪
心 、
彼
問
地
奉
治
関
院
大

臣 、
即
買
留 、
(
延
菩
五
年
八
九
O
五
〉
七
月
十一
日)

〔
内
供
奉
十
禅
師一頼
果
弟
子
等
解〕

帥
右
件
地
山
等 、
故
師
十
鵡
師
以
去
寛
平
七
年
従=一
統品目
子
等
手
所
買
得
也 、

而
彼
此
互

調何剖問 、
誼
議
不
絶 、
因
弦
品同
断
相
論 、
故
院
被
放
永
年
之
行

文
也 、
(
延
長
六
年
八
九
二
八
〉
十
二
月
十
七
日)

〔
伊
勢
国
飯
野
荘
大
神
宮
勘
注〕

同
此
国
道
去
貞
叡
十
六
年
大
風
暴
雨 、
閣
府
官
舎
皆
悉

顕|倒剖聞 、
文
書
多
致

腐
損
紛
失
也 、
の
王
貫
之
由
載
度
度
交
替
帳 、
言
上
己
了 、
(
同
七
年
八
九

二
九
〉
七
月
十
四
日)

〔
橘
元
実
伊
賀
国
玉
瀧
柚
施
入
状
案〕

帥
其
官
符
云 、
件
柚
私
人
所
領
也 、
宮
城
修
理
之
問 、
殊
給
官
符
令
造
用
云

云 、
無
力
愁
申
私
難
之
問 、
樹
木
漸
切
拐 、
墳
墓
作
露
地 、
其
崇
蒲
可
有
元

賞
弁
子
孫
之
身 、
不
若、氷
奉
施
入
伽
藍 、
(
天
徳
二
年
八
九
五
八
〉
十
二
月

十
日)

先
と
向
様 、
意
味
用
法
の
検
討
を
試
み
る
と 、
例
え
ば
用
例
帥
は 、
「
其
後

に 、
佐
伯
麻
毛
利
宿
祢
の一
女
子
氏
子
が 、
彼
の
寺
に
(
恐
ら
く

病
等
で)
居

住
し
た 。
と
乙
ろ
が 、
治
癒
し
な
い
の
で 、
寺
の
建
造
物
数
屋
を
破
壊
せ
令

め 、
党
に
邪
心
を
発
し
て
し
まっ
た」
と
い
う
窓
で
あ
り 、
「
治
癒
し
な
い
う

引刷 、
破
壊
せ
令
め
た」
と
は
考
え
に
く
い 。
又 、
用
例
帥
は 、
「
此
の
国
は 、

去
る
貞
観
十
六
年
の
暴
風
雨
に
遭
遇
し 、
国
府
の
官
舎
が
皆
悉
く

倒
壊
し
て
し

まっ
た
叫叩 、
所
蔵
の
文
書
多
数
が
腐
損
紛
失
し
て
し
まっ
た」
と
い
う
意
と

考
え
ら
れ 、
「
倒
壕
す
る

引引則 、
所
蔵
の
文
書
多
数
が
腐
損
紛
失
し
て
し
ま

っ
た」
と
い
う
意
は
当
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る 。

以
上
に
明
ら
か
な
よ
う
に 、
か
か
る
「
間」
の
原
因・
理
由
を
表
わ
す
用
法

の
成
立
時
期
は 、
従
来
言
わ
れ
た
如
き
中
世
以
降
と
も 、
或
い
は
平
安
後
期
以

降
と
も
考
え
難
く 、
そ
れ
よ
り
百
年
乃
至
百
五
十
年
程
遡
る 、
平
安
中
期
に
成

立
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る 。
尚 、
管
見
に
入っ
た
用
例
の
上
で

は 、
用
例
帥
の
佐
伯
院
付
属
状
の
延
喜
五
年
(
西
暦
九
O
五
年)
が
最
古
例
で

あ
る
が 、
用
例
数
か
ら
見
て 、
遅
く
と
も
延
長・
承
平
年
間
頃
(
西
暦
九
二
0

1
九
三
O
年)
に
は 、
確
か
に
成
立
し
て
い
た
乙
と
が
知
ら
れ
る 。

三、
成

原

因

立

さ
て 、
乙
乙
で 、
こ
の
用
法
の
成
立
原
因
や
そ
の
背
景
を
考
え
て
み
た
い

(
以
下 、
「
閥」
は
「
ア
ヒ
ダ
ニ
」
と
訓
じ
て
用
い 、
他
も
ζ
れ
に
従
う
乙
と
に

す
る) 。

和
化
漢
文
の
「
ア
ヒ
ダニ」
と
屡々
対
比
さ
れ
る
和
文
の
「
ホ
ド

ニ」
に 、

同
様
に
原
因・
理
由
を
表
わ
す
用
法
が
見
ら
れ
る
こ
と
は 、
大
方
の
知
る
所
で

あ
る 。
と
の
「
ホ
ド

ニ」
の
原
因
・

理
由
を
表
わ
す
用
法
の
成
立
に
つ
い
て

ぬヨ
向。

は 、
望
月
郁
子
氏
の
論
文
「
類
義
語
の
意
味
領
域

||ホドをめぐっ
て
ll」
に 、

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る 。

「
と
と
ろ
が 、
ニ
が
理
由
を一示
す
接
続
助
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

り 、
一
方 、
ホ
ド
も 、
意
味
領
域
が
広
がっ
て 、
時
聞
に
つ
い
て
い
う
ば
か
り

で
な
く 、

程
度
や
様
子
を
も
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
と 、
ホ
ド

ニ
は 、
時
を
過
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す
の
で・
:::

程
度
な
の
で・
有
様
な
の
で
な
ど
の
副
助
詞
的
と
で
も
い
うべ

き
意
を
生
じ
る 。
そ
し
て 、
か
げ
ろ
ふ
日
記
の
頃
か
ら 、
ホ
ド

ニ
は 、
時
を
過

す
の
で・
時
な
の
で
な
ど
の
窓
と
も 、
・
::

の
で・
:::

故
と
単
な
る
理
由・

原
因
の
窓
と
も 、
ど
ち
ら
と
も
と
れ
る
用
例
が
見
ら
れ 、
さ
ら
に
進
ん
で 、
理

由・
原
因
を
示
す一
つ
の
接
続
助
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
なっ
て
行
く

よ

す
な
わ
ち 、
助
詞
?
こ
の
意
味
の
変
化
に
伴っ
て
生
じ
た
も
の
と
説
い
て

い
ら
れ
る
訳
で
あ
る
が 、
と
の
よ
う
な
原
因・
理
由・
機
縁
等
を
表
わ
す
助
詞

?
こ
の
類
例
は 、
既
に
万
葉
集
に 、

帥
数
細
乃
枕
従
久
ミ

流
涙
二
曾
浮
宿
乎
恩
家
類
轡
乃
繁
余(
五
O
七)

「
枕
か
ら
流
れ
る
涙
に
浮
疫
を
し
て
し
まっ
た 。
恋
心
が
し
き
り
で
止
む
と
と

が
な
い
か
ら 。
(
白
木
古
典
文
学
大
系
頭
注)」
等
と
し
て
か
な
り
見
受
け
ら
れ

る
の
で 、
俄
に
は
首
肯
し

難
く 、
ま
た 、
乙
れ
を
以
て
「
ア
ヒ
ダニ」
の
問
題

の
解
答
と
為
す
と
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る 。
加
え
て 、
和
化
漢
文
自

体
に
附
訓
例
が
僅
か
で
あ
る
と
と
も
あ
り 、
ζ
の
助
詞
?
こ
に
よ
る
解
明
に

は
さ
し
た
る
有
意
性
は
抑制
い
と
考
え
ら
れ
る 。
従っ
て 、
乙
の
問
題
は
「
ア

ヒ
ダニ」
自
体
を
中
心
と
し
て 、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ

ヲ匂 。そ
乙
で 、
先
ず
「
ア
ヒ
ダニ」
そ
の
も
の
か
ら 、
原
因・
理
由
を
表
わ
す
用

法
の
成
立
原
因
の 、
内
的
要
因
を
考
え
て
み
る 。

乙
の
意
味
用
法
を
有
す
る
「
ア
ヒ
ダニ」
は 、
先
述
の
如
く 、

構
文
的
に
は

時
間
的
意
味
用
法
中
の 、
私
の
所
謂
継
続
の
用
法
と
同一
で
あ
る 。
き
す
れ

ば 、
も
と
も
と
時
間
的
意
味
用
法
で
あっ
た
も
の
が 、
原
因・
理
由
を
表
わ
す

用
法
に
転
化
し
た
も
の
と
見
る
ζ
と
が
で
き
る 。
従っ
て 、
二
つ
の
窓
味
用
法

を
表
わ
す
「
ア
ヒ
ダ
ニ」
の
何
れ
も
が
接
続
助
詞
的
で
あ
る
乙
と
に
着
目
す
る

と 、
時
間
的
意
味
用
法
を
表
わ
す
接
続
助
詞
が 、
原
因・
理
由
の
意
味
用
法
を

表
わ
す
接
続
助
詞
に 、
転
化
し
得
る
か
否
か
を
検
証
す
る
ζ
と
に
よっ
て 、
ζ

の
問
題
の
解
答
と
す
る
と
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る 。
し
か
し 、
現
時
点
で

は
そ
れ
を
証
明
す
る
に
足
る
材
料
を
用
意
し
て
い
な
い
た
め 、
今
は
森
重
敏
氏

等 、
先
学
の
論
に
依
拠
す
る
に
止
め
て
お
き
た
い 。

注9

森
重
氏
は 、
「
接
続
助
詞
の
分
類」
に
於
い
て 、
時
間
的
接
続
助
詞
が 、
前

件
と
後
件
と
が
明
ら
か
に
時
間
的
な
継
起
的
前
後
関
係
に
あ
り 、
し
か
も
前
後

両
件
の
結
び
付
き
が
心
理
的
偶
然
性
を
脱
し
な
い
「
展
開
関
係」
か
ら 、
言
語

主
体
の
悟
性
の
作
用
に
よ
る
論
理
化
を
進
め
る
に
従っ
て 、
「
原
因
結
果
関

係」・
「
理
由
帰
結
関
係」・「
根
嫁
生
産
関
係」
へ
と
展
開
す
る
乙
と
を
論
じ

ら
れ
て
い
る 。
さ
ら
に 、
山
口
発
二
氏
は 、
「
接
続
助
詞
「
ば」
の
確
定
条
件

注ω法」
に
於
い
て 、
原
因・
理
由
を
表
わ
す
「
必
然
確
定」
を
本
来
の
用
法
と
す

注日

る
と
考
え
ら
れ
る
接
続
助
詞
「パ」
と 、
「
偶
然
確
定」
(一
種
の
時
間
的
前
後

関
係)
の
用
法
の
そ
れ
と
が 、
前
件
が
「
状
態
を
表
わ
す」
か
「
契
機
を
表
わ

す」
か
で
異
な
る
乙
と 、
ま
た 、
同
じ
必
然
確
定
に
あっ
て
も
契
機
を
表
わ
す

も
の
も
存
し 、
そ
れ
ら
は
所
謂
偶
然
確
定
に
準
ず
る
窓
味
と
な
る
乙
と
を
明
ら

か
に
さ
れ
た 。
言
わ
ば 、
森
重
氏
の
論
を 、
別
の
立
場
か
ら
具
体
的
に
実
証
さ

れ
た
訳
で
あ
る 。

従っ
て 、
乙
れ
ら
二
つ
の
論
に
よ
り 、
時
間
的
意
味
用
法
と
原
因・
理
由
を

表
わ
す
用
法
と
が 、
隣
接
す
る
意
味
用
法
で
あ
る
と
と
が
考
え
ら
れ 、
ζ
れ
が

「
ア
ヒ
ダ-
こ
に
お
け
る
意
味
用
法
の
転
化
の 、
一
つ
の
根
拠
と
も
な
り
得
る

と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る 。

因
み
に 、
原
因・
理
由
を
表
わ
す
用
法
が
成
立
し
た 、
平
安
中
期
資
料
の
将

門
記
に
は 、
形
式
体
言
的
用
法
の
「
ア
ヒ
ダ-
こ
に
次
の
四
様
が
見
ら
れ
る 。

こ
の
う
ち 、
A
・
B-
C
は 、
隣
接
す
る
意
味
用
法
の 、
段
階
を
追っ
た
展
開

と
見
倣
す
と
と
が
で
き 、
右
の
推
測
の
傍
証
と
も
言
え
よ
う 。
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原因 ・ 理由を表わす「閲」の成立

A 、
時
間
的
意
味
用
法
で
あ
る
も
の
H
例

制
也

あ-

之
乱
数

位
恥
恥 ・

(
其
福
寺
本
則

行)

B 、
原
因・
理
由、
時
間
的
意
味
用
法
双
方
に
関
係
す
る
も
の

側
前
掲
用
例
叫

c 、
原
因・
理
由
を
表
わ
す
用
法
で
あ
る
も
の
1

例

制
前
掲
用
例
帥

D 、
前
後
両
件
の
結
び
付
き
が
無
関
係
で
あ
る
も
の
1

例

伺
乃 .

捌割配-

担問 .
故
上
総
介 .
高
島
王
之
晶
子
平
良
正 .
亦
終
門
次
之

伯
父
也 .
(
岡
田
行)

ー
、

原
因
・

理
由
を
表
わ
す
表
現
形
式
に
於
け
る
検
討

先
に 、
「
ア
ヒ
ダ-
こ
が
接
続
助
詞
的
で
あ
る
乙
と
を
観
点
と
し
て 、
原
因・

理
由
を
表
わ
す
用
法
が
成
立
し
た 、
内
的
要
因
を
採
ら
ん
と
試
み
た
が 、
未
だ

そ
の一
端
を
述べ
得
た
に
過
ぎ
な
い 。
そ
乙
で 、
次
に
言
わ
ば
外
的
要
因
と
し

て 、
和
化
漢
文
に
於
け
る
原
因・
理
由
を
表
わ
す
表
現
形
式
全
体
を
対
象
と

し 、
そ
れ
を
史
的
に
検
討
す
る
ζ
と
に
よ
っ

て 、
そ
の
手
懸
り
を
考
え
て
み

る 。
次
表
が 、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る 。

訴
ば

示
し
た
如
く 、

原
因・
理
由
を
表
わ
す
表
現
形
式
は
ζ
の
六
種
に
限
定

さ
れ
る 。
六
種
を
機
能
に
よ
り
分
類
す
る
と 、
八
A
V
独
立
的
に
文
と
文
と
を

接
続
す
る 、
所
謂
文
頭
例
の
「
ヨ
リ
テ」・「
ユ
ヱ
ニ」
と 、
八
B
V
付
属
的
に

前
件
に
承
接
す
る 、
所
調
文
中
例
と
に
二
分
さ
れ 、
後
者
は 、
〈
l
v
主
と
し

て
用
言
接
続
を
す
る
も
の 、
「
tユ

ヱ
ニ」・
「
l
ア
ヒ
ダ-
こ・
「
tパ」
と 、

〈
2
V
主
と
し
て
体
言
接
続
を
す
る
も
の 、
「
lニ
ヨ
リ
テ」
と
に 、
更
に
二

分
さ
れ
る 。

と
の
う
ち 、
顕
著
な
結
果
を一示
す
の
は
〈
B
1
V
類
で
あ
る 。
す
な
わ
ち 、

「
tユ

ヱ
ニ」
が
上
代
資
料
よ
り
平
安
初
期
資
料
に
至
る
ま
で
見
ら
れ
な
が
ら 、

5 
伊j

平
安
中
期
以
降
の
資
料
か
ら
は
全
く

拾
わ
れ
な
く
な
る
の
に
対
し
て 、
逆
に 、

「
ア
ヒ
ダニ」
は
平
安
中
期
以
降
初
め
て
現
わ
れ
る
と
い
う 、
相
補
関
係
が
看

取
さ
れ
る
の
で
あ
る 。
と
の
現
象
は 、
平
安
遺
文
に
於
け
る
延
暦
か
ら
寛
平
年

間
と 、
延
喜
か
ら
康
保
年
間
と
の
対
比
に
於
い
て
も
認
め
ら
れ 、
平
安
初
期
ま

で
と
平
安
中
期
以
降
と
の
聞
に 、
原
因・
理
由
を
表
わ
す
表
現
形
式
が
変
容
し

て
い
る
と
と
を
窺
い
知
る
乙
と
が
で
き
る
の
で
あ
る 。

乙
の
変
容
の一
端
は 、
他
の
表
現
形
式
に
於
い
て
も
見
受
け
ら
れ 、
八
A
V

類
で
は 、
上
代
か
ら
平
安
初
期
ま
で
却
tm

%
程
と 、
か
な
り
盛
ん
に
用
い
ら

れ
た
「
ユ
ヱ
ニ」
が 、
平
安
中
期
以
降 、
将
門
記
の
m・
お
%
を
最
高
と
し
て

極
く

僅
か
に
な
る
傾
向
が
あ
り 、
〈
B
2
〉
類
で
は 、
「
tニ
ヨ
リ
テ」
が 、

平
安
初
期
以
前
に
叩
tm

%
程
で
あっ
た
の
に
対
し 、

平
安
中
期
以
降
に
は
ω

tm
%
に
ま
で
増
加
し
て
い
る 。
大
局
的
に
と
の
変
容
を
見
る
と 、
平
安
初
期

と
平
安
中
期
と
を
墳
と
し
て 、
「ユ
ヱ
ニ」
系
の
減
少 、
「
ヨ
リ
テ」
系
の
培

加 、
「
ア
ヒ
ダニ」
の
発
生
と
い
う 、
三
つ
の
動
向
を
捉
え
る
と
と
が
で
き
る 。

従っ
て 、
原
因・
理
由
を
表
わ
す
表
現
形
式
全
体
に
大
き
な
変
容
が
看
取
さ

れ
る
訳
で
あっ
て 、
と
の
変
容
の
原
因
は一
つ
「
ア
ヒ
ダニ」
の
成
立
の
み
に

求
め
る
べ
き
で
は
な
く 、
む
し
ろ 、
乙
の
変
容
の
中
に 、
か
よ
う
な
「
ア
ヒ
ダ

ニ」
の
成
立
す
る
要
因
を
求
め
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う 。

事
実 、
「
ユ
ヱ
ニ」
と
「
ヨ
リ
テ」
と
の
意
味
用
法
上
の
混
用
は 、
次
の

〈
表
4
V
l

独
立
的
な
「
ユ
ヱ
ニ」
と
「
ヨ
リ
テ」
の
用
法
ーに

於
い
て
も
明

ら
か
で
あ
る
(
但
し 、
乙
の
問
題
に
関
し
て
は
調
査
資
料
も
少
な
い
た
め 、
詳

細
は
別
稿
に
期
し
た
い) 。

と
れ
は 、
「ユ
ヱ
ニ」
と
「
ヨ
リ
テ」
と
が 、
前
後
両
件
(
両
文)
を
説
明

的
に
接
続
す
る
か 、
あ
る
い
は
継
起
的
に
接
続
す
る
か
を
検
討
し
た
も
の
で
あ

る 。
そ
れ
に
よ
る
と 、
「
ユ
ヱ
ニ」
は 、
藤
原
照
等
氏
が
古
事
記
の
「
故」
を 、
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等
〈
表
3
V

和
化
漢
文
に
於
け
る
原
因
・

理
由
を
表
わ
す
表
現
形
式

� 
B. 付属的(前件lζ承t�)

A. 独 立がJ 2. 主として
1. 主として用言接続 体言接続

ヨ リ テ ~ユヱニ 1-アヒ ダニ| -ノイ ~ニ ヨリテ

古 31 記 404 (87) 用 9 9 (1. 8) 21 (4.5) 休用 日 30 (6.7) 19 

上
風 土 言己 105 (21) 345 (68) 1 (0.2) 4 (0.8) 休周

37 49 (10) 用 1 12 

七 代 記 4 (31) 7 (54) 休 2 2 (15) 

代 家 伝 13 (36) 14 (38) 体 9 9 (26) 

法 王 帝 説 1 ( 8) 8 (61) m 1 1 (8) 体 3 6 (58) 

司

平安話 日 本 震異記 20 (9) 125 (57) 第 2i 30 (13.7) 

/ 
10 (4.6) 体m2

95 34 (15.7) 

調 部 文 杭 17 (39) 信1� 17 (39) 4 (9) 休用 3 3 6 (13) 

平 ( x;安E暦-1迫1平 ) 文 139 (36.5) 16 (4.2) m 3 3 (1. 3) 自今 222 (58) 

平(延安喜~康造保) 文 104 (34) 15 (5) 12 (4) 5 (2) 体1�� 168 (55) 

平

用19

安 貞 信 公 記 89 (19) 2 (0.4) 6 (1. 3) 3 (0.6) 湾出365(78. 7) 

中 九 E宝 266 (34.5) 1 (0.06) 10 (1. 3) 2 (0. 14) 自3;;490(64)

期
将 門 言己 26 (32.5) 15 (18.75) 6 (7.5) 2 (2.5) 情�� 31 (38. 75) 

E E 
御 堂 関 白 記 560 (35.8) 附レ/() 体用692 925 (59) 233 

高 山寺本 古往来 21 (42) 8 (16) 体用 1 6 5 21 (42) 

以降小 右 記 385 (52) 21 (3) 体249 336 (45) 
(長保まで

用87

〔
注〕
O
原
因・
理
由
を
表わ
す
もの
は
上
記
六
稲に
限ら
れ
る

O(
)
内の
数
字は
百
分率 。

O
体
は
体言
接
続 、

用
は
周官
接
続の
用
例
数
を示
す 。

Oパ
に
は
銃
添
例
は
合ま
ない 。



「
説
明
的
な
性
格
を
も
ち 、
従っ
て
帝
紀
に
も
可
な
り
用
い
ら
れ 、
旧
辞
で

は 、
多
く

Jrω

説
話
の
結
び
と
し
て
叙
述
者
の
側
か
ら
何
ら
か
の
説
明
を
施

す
働
き
を
す
る」
と
述
べ
ら
れ
た
如
く 、
も
と
も
と
説一
明
的
で
あ
り 、
一
方

「
ヨ
リ
テ」
は継
起
的
で
あ
っ
た
と
と
が
知
ら
れ
る 。
と
こ
ろ
が 、
ζ
の
本
則

は
平
安
初
期
ま
で
で
あ
っ
て 、
平
安
中
期
以降
に
は 、
「
ヨ
リ
テ」
に
説
明
的

用
法
が
増
加
す
る
と
い
う
形
で
混
用
化
が
始
ま
り 、
高
山
寺
本
古
往
来
で
は

「
ヨ
リ
テ」
の
み
で 、
し
か
も
そ
れ
が
説
明
的
用
法
を
多
く
す
る
に
至
る
の
で

あ
る 。
将
門
記
の
「
ユ
ヱ
ニ」
に
説
明
的
用
法
が
日
例
と
多
い
が 、
ζ
の
う
ち

叩
例
は
割
注
部
分
に
存
す
る
の
で 、
強
ち
に
例
外
と
す
る
に
は
及
ば
な
い 。
む

し
ろ 、
割
注
部
分
に
説
明
的
用
法
の
命
脈
を
保っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
例

と
言
え
る 。
先
掲
八
表
3
〉

の、
独
立
的
な
「
ユ
ヱ
ニ
」

の
平
安
中
期
以降
に
於
け
る

減
少
は 、
こ
れ
に
よ
っ
て
説

明
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら

れ 、
ひ
い
て
は 、
も
と
よ
り

僅
か
で
あ
っ
た
付
属
的
な

「
t
ユ
ヱ
ニ」
が 、
平
安
中

期
の
混
用
に
伴
い
見
ら
れ
な

く
な
る
ζ
と
も
推
測
さ
れ
る

の
で
あ
る 。

と
乙
ろ
で 、
独
立
的
な

「
ユ
ヱ
ニ」
と
「
ヨ
リ
テ」

と
の
相
関
を 、
そ
の
ま
ま
付

属
的
な一
「
t
ユ
ヱ
ニ」
と

〈
表
4
V

独
立
的
な
「
ユ
ヱ
こ」
と

「
ヨ
リ
テ」
の
用
法

原因 ・ 理由を表わす「問」の成立

ヨ

戸U

/一

一

説
明
的

回

(
だ
か
ら)

1

ア

稿

コ】雪一ロ

1:日
2
1 1寺本古往来

又

F可

諦
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「
tニ
ヨ
リ
テ」
と
の
相
関
に
敷
街
し
て
考
え
れ
ば 、
付
随
す
る
現
象
と
し
て

処
理
す
る
乙
と
も
で
き
る
が 、
平
安
初
期
以前
の
「
lユ
ヱ
ニ」
の
数
量
に
比

し 、
平
安
中
期
以降
に
お
け
る
「
lニ
ヨ
リ
テ」
の
増
加
量
は
甚
だ
異
常
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い 。
更
に 、
「
lニ
ヨ
リ
テ」
が
主
と
し
て
体
言
接続
を
し 、

単
な
る
一事
実
を
叙
述
す
る
の
に
対
し 、
「
1ユ
ヱ
ニ」
は
主
と
し
て
用
言
接続

で
あ
り 、
説
明
的
に
用
い
ら
れ
る 。
又 、
「
tニ
ヨ
リ
テ」
は
返
読
す
る
為

花 、
語
或
い
は
勾
の
単
位
で
し
か
接続
し
に
く
い
等 、
「
tユ
ヱ
ニ」
と
「
t

ニ
ヨ
リ
テ」
と
の
聞
に
は 、
自
ら
差
異
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る 。

従っ
て 、
原
因・
理
由
を
表
わ
す
「
ア
ヒ
ダ
ニ」
の
成
立
は 、
や
は
り
別
個

に 、
八
表
3
V
の
〈
B

1

V
類
内
部
に
於
け
る
消
長
の
中
で
考
え
る
べ
き
で
あ

っ
て 、
そ
れ
は 、
特
に
構
文
的
に
形
式
体
言
的
用
法
と
し
て
も
近
似
す
る 、

「
tユ
ヱ
ニ」
と
の
関
連
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る 。
又 、
「
ア
ヒ
ダ
ニ」

自
体 、
原
因・
理
由
を
表
わ
す
用
法
に
転
化
し
た
場
合、
況
に
叙
述
主
体
に
よ

る
論
理
化
の
上
に
立
っ
て
い
る
の
で 、
多
分
に
説
明
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ 、

と
の
点
か
ら
も
「
tユ
ヱ
ニ」
と
の
関
連
を
窺
う
乙
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る 。

尚 、
接続
助
詞
「
パ」
に
は 、
顕
在
す
る
割
合
に
さ
し
た
る
時
代
に
よ
る
変

化
は
無
く 、
又
読
添
例
の
存
す
る
ζ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め 、
乙
れ
を
も
直
接

的
な
要
因
と
は
し
に
く
い 。
し
か
し 、
「
パ」
が
用
言
接続
の
み
で
あ
る
点

「
ア
ヒ
ダ
ニ」
と
同
様
で
あ
り 、
「
ア
ヒ
ダ
ニ」
に
原
因・
理
由
を
表
わ
す
用
法

が
固
定
化
す
る
の
に
伴
い 、
例
え
ば 、
院
政
時
代
成
立
と
さ
れ
る
高
山
寺
本

古
往
来
κ
は
原
因・
理
由
を
表
わ
す
「
パ」
が
見
ら
れ
な
く
な
る
等 、
乙
の

二
語
の
関
係
に
も 、
間
接
的
な
要
因
の
存
在
を
考
慮
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ

.
円ノ 。
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2 、
「
ホ
ド-
ご
と
の
関
連

と
乙
ろ
で 、
和
化
漢
文
に
於
い
て 、
本
来
時
間
的
意
味
用
法
を
主
と
し
て
表

わ
し
て
い
た
「
ア
ヒ
ダ
ニ」
に 、
原
因・
理
由
を
表
わ
す
用
法
が
成
立
し
た
も

う一
つ
の
外
的
要
因
に
は 、
「
ホ
ド
ニ」
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る 。

乙
の
「
ホ
ド-
こ
に
は 、
周
知
の
如
く
「
ア
ヒ
ダ
ニ」
同
様
「
ー
す
る
う
ち

に」
の
怠
と
解
せ
ら
れ
る
時
間
的
意
味
用
法
の
継
続
の
用
法
が
見
ら
れ
る 。
し

か
し 、
乙
れ
は
本
来
和
文
専
用
の
用
法
で
あっ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。
和
化

漢
文
の
「
ホ
ド
ニ」
は 、
八
表
1
V
八
表
2
V
の
如
く 、
平
安
初
期
ま
で
は
殆

ど
見
ら
れ
ず 、
あ
っ
て
も
空
間
的
意
味
用
法
の
距
離
の
用
法
ゃ 、
程
度
の
用
法

に
限
ら
れ
て
お
り 、
平
安
中
期
に
至っ
て
初
め
て
乙
の
用
法
が
出
現
す
る 。

倒
的
彼
此

剖制剖租 .
園
軍
三
千
人
如
員司
被
討
取-
也
(
真
福
寺
本
将
門
記
捌

行)

換
言
す
れ
ば 、
時
間
的
意
味
用
法
(
就
中
継
続
の
用
法)
に
は
専
ら
「
ア
ヒ
ダ

ニ」
を
用
い
て
い
た
和
化
漢
文
に 、
更
に
「
ホ
ド-
こ
が
存
す
る
よ
う
に
な
っ

た
訳
で
あ
る 。
と
れ
は 、
和
文
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ 、
ζ
の
和
化

漢
文
と
和
文
と
の
交
渉
も 、
土
左
日
記
に
於
け
る
紀
貫
之
の
如
き
人
物
を
考
え

れ
ば 、
想
像
に
難
く
な
い
で
あ
ろ
う 。

従っ
て 、
そ
れ
ま
で
意
味
用
法 、
及
び
位
相
的
に
差
異
の
存
し
た
「
ア
ヒ
ダ

ニ」
「
ホ
ド-
こ
両
語
が 、
と
の
時
期
に
交
渉
を
持
ち 、
そ
の
結
果
明
瞭
な
差

異
を
失
ぃ 、
同
様
の
意
味
合
い
で
使
用
さ
れ
る
が
如
き 、
混
用
化
が
行
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。
乙
の
混
用
化
は 、
九
暦・
将
門
記
等
に 、
形
式
体

言
的
用
法
と
し
て
従
前
と
同
様
の
構
文
で
あ
り
な
が
ら 、
時
間
的
意
味
用
法
と

も
原
因・
理
由
を
表
わ
す
用
法
と
も
理
解
さ
れ
ぬ 、
単
な
る
形
式
語
が
出
現
す

る
と
と
に
よ
っ
て
も
証
明
さ
れ
る 。

次
下
が 、
そ
の
諸
例
で
あ
る 。

〔
九
暦〕

帥
而
不
調
馬
柔
整
之
問 、
及
七
八
度、
乗
整
後
上
卿
仰
回 、

三
七
〉
八
月
十
五
日)

伺
芝
駕
御
馬

剰劃刻聞
及
数
廻 、
ミ
ミ
後
上
卿
日 、
(
同
年
八
月
廿
八
日)

〔
将
門
記)

帥
乃 .

割判副
一

泊闘 .
故
上
総
介 .
高
弘
王
乙

妾
子
平
良
正.
亦
終
門
次
之

伯

父
也 .

(
其
福
寺
本
犯

行
前
掲
用
例

制)

〔
丹
波
国
牒
(
平
安
遺
文)〕

制
加
之
年
来
依
成
申
件
調
絹 、
付
申
播
本
帳
平
秀・
勢血且
等
名
各
二
丈
者 、
潟

令
鉾
進
件
絹 、
罷
向
平
秀
等
私
宅 、
而
遁
際
山
野 、
不
曾
相
鉾 、
の
件
絹
城間

組討閥 、
各
裕
二
百
棟
許
検
封 、
今
須
鉾
進
彼
絹
之
後
可
開
発
件
稲
者 、
乞

也
察
状 、
以
牒 、
(
承
平
二
年
八
九
三一
〉
九
月
廿
二
日)

以
上
を
検
討
し
て
み
る
と 、
用
例
帥
は 、
「
し
か
し 、
不
調
の
馬
を
乗
整
す

る

引け引
が 、
七
八
固
に
及
び」 、
用
例
制
は 、
「
霊
駕
(
乗
物
を
転
倒
さ
せ
た)

の
御
馬
を
乗
整
す
る

引け口
が 、
数
回
に
及
ぶ」
の
よ
う
に 、
「
ー
す
る
と
と」

の
意
と
考
え
ら
れ 、
用
例
制
は 、
「
絹
を
弁
進
せ
ず
山
野
に
遁
隠
し
た
の
で 、

そ
の
絹
を
弁
進
す
る
ま
で 、
各
自
の
稲
二
百
束
許
を
検
討
し」
の
如
く 、
「
ー

す
る
ま
で」
の
意
と
解
せ
ら
れ
る
な
ど 、
「
ア
ヒ
ダニ」
に
当
る
意
味
は一
様

で
な
い 。
ま
た 、
用
例
制
は 、
前
件
の
「
そ
ζ
で 、
対
面
せ
ん
と
す
る」
と 、

後
件
の
「
故
上
総
介一両
望
王
の
妾
の
子
で
あ
る
平
良
正
も
亦 、
将
門
の
次
の
伯

父
で
あ
る」
と
が
全
く
無
関
係
に
接
続
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り 、
文
字
通
り

の
形
式
語
と
考
え
る
乙
と
が
で
き
る 。

ζ
の
よ
う
に 、
「
ア
ヒ
ダ-
こ
に
は 、
「
ホ
ド
ニ」
と
の
交
渉
に
基
づ
く
意
味

用
法
上
の
混
用
に
よ
っ
て 、
形
式
語
と
い
う 、
意
味
用
法
に
於
け
る一
種
の
空

隙
(
ス
キ
マ)
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る 。
し
か
も 、
そ
れ
ら
は
平
安
中
期
に
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原因・理由を表わす「悶」の成立

の
み
見
ら
れ 、
平
安
初
期
以前・
平
安
後
期
以降
の
何
れ
か
ら
も
認
め
ら
れ
な

い
た
め 、
過
渡
的
な一
時
的
現
象
で
あ
る
乙
と
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る 。
乙
の

他 、
九
暦
に
は 、

帥
但
内
鉾
大
臣
申
云 、
永

司倒削剥

程、
将
著
岬税
者 、
重
被
仰
可
早
著
之
由、

建
之
大
臣
著
座
了 、
(
天
間以
九
年
八
九
四
六
〉
四
月
廿
八
日)

側

聞出剖割剖号 、
後
間
可
注 、
(
同
年
四
月
廿
八
日

割
審)

の
如
く 、
「
ホ
ド
ニ」
に
て
原
因
・
理
由
を
表
わ
し
て
い
る
か
と
考
え
ら
れ
る

用
例
も
見
受
け
ら
れ
る 。
例
え
ば 、
用
例
制
は 、
「
位
記
の
笛
を
置
い
て
お
く

の
で 、
後
か
ら
聞
い
て
注
記
し
て
お
け」
の
訟
と
解
せ
ら
れ 、
乙
の
時
期
に
於

け
る
両
語
の
混
用
の
度
合
が
測
り
知
ら
れ
る
の
で
あ
る 。
た
だ
し 、
か
か
る
用

例
は 、
管
見
で
は
九
暦
以外
に
は
看
取
さ
れ
な
い 。

以上
に
よ
り
既
に
明
ら
か
な
よ
う
に 、
前
述
の
原
因・
理
由
を
表
わ
す
表
現

形
式
全
体
が
大
き
く変
容
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期
と 、
「
ホ
ド
ニ」
と
の
関
速
に

よ
り
「
ア
ヒ
ダ
ニ」
に
窓
味
用
法
上
の
空
隙
が
生
じ
た
時
期
と
は 、
大
略
の一

致
を
見
る
の
で
あ
る 。
従っ
て 、
平
安
中
期
に
於
け
る
「
ア
ヒ
ダニ」
に、
原

因・
理
由
を
表
わ
す
用
法
を
成
立
せ
令
め
た
原
因
と
し
て 、
特
に
如
上
の
二
つ

の
事
象
を
考
え
る
乙
と
が
で
き
る
の
で
あ
る 。

四 、
む

す

ぴ

本
稿
に
於
け
る
結
論
は 、
既
に
前
章
ま
で
に
述
べ
た
の
で 、
改
め
て
繰
り
返

さ
な
い
乙
と
に
す
る 。
よ
っ
て 、
ζ
乙
で
は
「
ホ
ド
ニ」
の
原
因
・
理
由
を
表

わ
す
用
法
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
と
に
し
た
い 。

平
安
中期
の
和
文
に
於
け
る
原
因・
理
由
を
表
わ
す
表
現
形
式
は、
少
数
例

を
除
外
す
れ
ば
ほ
ほ
接続
助
詞
「
パ」
に
限
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で 、

そ
の
意
味
用
法
を
観
点
と
し
て
検
討
を
試
み
た 。
次
表
が 、
そ
の
結
果
を
ま
と

注目

め
た
・も
の
で
あ
る 。

表
に
明
ら
か
な
よ
う
に 、
確
定
条
件
の
「
己
然
形
+
パ」
に
於
い
て 、
土
左

日
記
と
か
げ
ろ
ふ
日
記
と
を
墳
と
し
て 、
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
用
法
の
割
合

と
偶
然
接続
の
割
合
と
に
著
し
い
差
異
が
看
取
さ
れ
る 。
す
な
わ
ち 、
原
因・

理
由
を
表
わ
す
用
法
で
は 、
伊
勢
物
語・
土
左
日
記
が
叩
t
m
%
で
あ
る
の
に

対
し 、
か
げ
ろ
ふ
日
記・
和
泉
式
部
日
記
が
印
%
台
に
減
少
し
て
お
り 、
逆
に

偶
然
接続
で
は 、
前
者
が
m
t
m
%
程
で
あ
る
の
に
対
し 、
後
者
が
叩
I
M制
%

程
に
増
加
し
て
い
る
の
で
あ

る 。
乙
れ
に
よ
り 、
土
左
日
記

と
か
げ
ろ
ふ
日
記
と
の
間
に、

和
化
漢
文
と
同
様
の、
原
因・

理
由
を
表
わ
す
表
現
形
式
の
変

容
が
生
じ
た
と
と
が
推
測
さ
れ

る
の
で
あ
る 。
従っ
て 、
か
げ

ろ
ふ
日
記
を
墳
と
す
る
原
因・

理
由
を
表
わ
す
用
法
の
割
合
の

減
少
は 、
乙
の
頃
和
文
に
も
他

の
表
現
形
式、
す
な
わ
ち
「
ホ

ド
ニ」
の
原
因・
理
由
を
表
わ

す
用
法
が
成
立
し
た
為
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る 。

し
か
し 、
和
文
の
「
ホ
ド

ニ」
に
於
け
る
乙
の
用
法
の
成

立
は 、
和
化
漢
文
の
「
ア
ヒ
ダ

ニ」
に
於
け
る
そ
れ
よ
り
も 、

〈
表
5
V

和
文
に
於
け
る
接
続
助
詞

「
パ」
の
用
法

卜\
己然形+パ 未然形+パ

原因・理由 | 偶 然 仮 定

伊勢物 語 159 (67) 47 (20) 27 (11. 5) 
土左日 記 78 (79) 14 (14) 6 (6) 
かげろふ日記 533 (52.5) 408 (40.2) 75 (7.3) 
和泉式部日記 141 (56.8) 82 (33) 22 (9) 
(注J 0主として平安中期とした。

O( )内は百分率。和が百ICならぬものは， 他iζ逆接的なものの割

合が含まれるからである。
O表It:掲げないが， 竹取物語に於ける三者の比率は， 左から50%.

35%. 15%である。
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数
十
年
程
遅
れて
い
た
もの
と
思
わ
れ 、
又その
成
立
原
因は 、
や
は
り
和
化

漢
文の
「アヒ
ダ-
ご
との
交
渉に
よ
る
もの
と
推
察さ
れ
る 。
尚 、
先述
し

た
用
例
制
帥
の
如き 、
和
化
漢
文の
「ホ
ドニ」
に
於
け
る
原
因・
理
由を

表わ
す
用
法の
存
在に
よっ
て 、
和
文の
「ホ
ドニ」
のζ
の
用
法
も
亦和
化

漢
文
側
に
て
成
立
し 、
そ
れ
が
和
文
に
移
入
さ
れ
た
と
考
え
る
と
と
も
で
き
る

が 、
九
暦
以
外の
和
化
漢
文
資
料に
同
様の
用
法が
拾わ
れ
ない
乙
とに
徴
す

れ
ば 、
そ
の
可
能
性
は
薄
く 、

和
文
側
に
て
成っ
た
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ

.つ 。以
上 、
「アヒ
ダニ」
の
原
因・
理
由を
表わ
す
用
法につ
き 、
そ
れ
が
和

化
漢
文
独
自の
意
味
用
法で
あ
る
と
指
摘するの
を
基
点
と
し
て 、
その
成
立

時
期・
成
立
原
因 、
更
に
は
和
文
に
於
ける
原
因・
理
由を
表わ
す
「ホ
ド

ニ」
との
関
速につ
い
て
も
考えて
きた 。
そ
れ
らにつ
い
て
は 、
ほ
ほ
結
論

を
得る乙
と
がで
きた
もの
と
思
う 。
し
か
し 、
先述の
「ユ
ヱニ」
と
「ヨ

リ
テ」
の
問
題を
は
じ
め
と
して 、
接
続
法全
般を
対
象と
して
考えて
み
る

必
要
性が
ある
な
ど 、
今
後に
残さ
れた
課
題も
多い 。

と乙
ろで 、
筆
者は
以
前 、
「和
化
漢
文
用
字
史」
と
称し 、
品

化
漢
文
独

自の 、
用
字
法の
時
代の
推
移に
伴う
変
化を
述べ
たこ
と
が
ある 。
又 、
別

に 、
漢
文
訓
読
史
に
於
け

る
訓一
法
の
変
遷
が 、
和
化
漢
文
の
用
字
に
も
影
響
を

及ぼ
して
い
る乙
と
も
述
刊
か 。
し
か
し 、
今
回
新たに
和
文との
関連
も
見

い
出
さ
れ
た
乙
と
に
よ
り 、
先
の
「
和
化
漢
文
用
字
史」
の
概
念
を 、
更
に
拡

大
する
必
要が
ある乙
と
を
痛
感し
た 。
そ
れと
共に 、
と
りわ
け 、
平
安
中

期に
於
ける
言
語
位
相
相互の
関連を
究明
する乙
と
が
急
務で
ある
と
考え

て
い
る 。

注
1
「
国
語
学」
附抽
出

輯 、
(昭
和三
十
四
年三
月) 。

注

2
丸
山
諒
男
『
接
続
助
詞
的
な

「
悶
(
あ
ひ
だ)
に
つ
い
て』 、
「大
東
文

化
大
学
紀
要」
文
学
部
第
3
号
、

(
昭
和
四
十
年一
月) 。

下
河
部
行
輝
『
太
平
記
の
文
体

||「問」
と「程」
』|』 、

「
国
語
学
研
究」

第
6
号
、

(昭
和
四
十一
年
十
月) 。

等
が
あ
る 。

注
3

〈
表
1
V
八
表

2〉に
於
け
る 、
怠
味
用
法
の
排
列・
用
語
に
つ
き 、

二
三
の
説
明
を
加
え
て
お
く 。
八
表
1
〉
の
E 、
〈
表

2Vの
W
と
し
た

空
間
的
意
味
用
法
の
A
内
部
と
は 、
B
距
離・
C
場
所
の
よ
う
に
限
定
的

で
は
な
く 、
非
限
定
的
な
も
の
の
総
称
で
あ
る 。
〈
表

2Vの
直
形
式
語

は 、
他
の
意
味
用
法
と
は
同
列
に
並
び
得
な
い
も
の
で
あ
る 。
又 、
〈
表

2Vに
於
け
る
E
原
因・
理
由
を
表
わ
す
用
法
と
E
形
式
語
は 、
乙
れ
ら

が
工
時
間
的
意
味
用
法
の 、
特
に
B
継
続
と
密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
あ

る
た
め 、
便
宜
的
に
と
ζ
に
排
置
し
た 。

本
表
の
資
料
に
は 、
次
下
の
も
の
を
用
い
た 。
尚 、
資
料
名
に
は
略
称

を
用
い
た
も
の
も
あ
る 。
以
下
の
表
に
関
し
て
も
同
前
で
あ
る 。

法
華
経

||
大
坪

併

治
『
訓
点
資
料
の
研
究』
(昭
和
四
十三
年 、
風

間
書
一一房) 。
慈
恩
伝
||築

島
裕
『興福
寺
本
大
慈
恩
寺三
蔵
法師
伝の

国
語
学
的
研
究(
訳
文
篇)』(
昭
和
四
十
年 、
東
京
大
学
出
版
会) 。
敦
短

変
文
|11『敦

燈
変
文』
(昭
和
五
十三
年 、
中
文出
版
社) 。
日
本
書紀

||『新
訂増
補
国
史
大
系日
本
容
紀』
(昭
和
四
十九・
五
十三
年 、
古

川
弘
文
館) 。
古
事
記
||『国宝

其福
寺
本古
事記
(複
製)
(昭
和
五

十三
年 、
桜楓
社) 。
風
土
記
||『日

本古
典
文
学
大
系
風土
記』
(昭

和
五
十
二
年 、
岩
波
書
庖) 。
七
代
記・
家
伝・
法
王
帝
説

||『
家
楽
遺

文下
巻』
(昭
和
五
十二
年 、
東
京
堂
出
版) 。
日
本
霊
異
記
||『興福

寺
本
(複
製)』
(昭
和
九
年 、
便
利
堂)・『来迎
院
本
(複
製)』
(昭
和

五
十二
年 、
日
本古
典
文学
会)・『其福
寺
本
(模
刻)』
(昭
和三
十七

5
2 



原因・理由を表わす「閲」の成立

年 、
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
辺
輯 、
小
泉
道)
・『

前
国
家
本
(
復
製)』

(
昭
和
六
年 、
前
田
育
徳
財
団)
・『
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
(
原
本)』(
昭

和
五
十
三
年 、
調
査) 。
詞
詩
文
稿
||

中
田
祝
夫
『
東
大
寺
誤
認
文
稿

の
国
語
学
的
研
究』
(
昭
和
五
十
四
年 、
風
間
書
房) 。
感
霊
録
||

吉

本
感
霊
録
久
安
三
年
点
(
複
製)』
(
昭
和
三
十
三
年 、
飽
門
文
庫) 。

注
4

資
料
に
は 、
次
下

の
も

の
を
用
い
た 。

貞
信
公
記
||t『

大
日
本
古
記
録
貞
信
公
記』
(
昭
和
三
十一
年 、
岩
波

書
庖) 。
九
暦
||『

同
九
暦』
(
昭
和
三
十
三
年 、
向
上) 。
将
門
記
||

『
真
福
寺
本
(
複
製)』
(
大
正
十
三
年 、
古
典
保
存
会)
・『
楊
守
敬
旧
蔵

本(
複
製)』(
昭
和
三
十
年 、
貴
重
古
典
籍
刊
行
会) 。
御
堂
関
白
記
lll

『
大
日
本
古
記
録
御
堂
関
白
記』
(
昭
和
二
十
七
年 、
岩
波
害
賠) 。
高
山

寺
本
古
往
来
||『

高
山
寺
本
古
往
来
・

表
白
集』
(
昭
和
四
十
七
年 、
東

京
大
学
出
版
会) 。
三
宝
絵
||『

前
田
家
蔵
三
宝
絵
(
複
製)』
(
昭
和
十

年 、
前
回
育
徳
財
団) 。

注
5
特
に 、
教
抽選
変
文
に
於
い
て
は 、

O
逮
結
徒
黛
五
百
絵
人 、
星
夜
間割 、
来
至
江
州
界
内 、
桂同
副
七
(
屯)

寧
而
便
卸
住 。
(
脇
山
遠
公
話)

の
如
く 、
継
続

の
用
法
と
思
わ
れ
る
「
程」
が
拾
わ
れ
る
他 、

O
又
僻
東
隣
及
西
合 、
使
進
制到
(
程)
数
塁
強 。
(
蓋
永
変
文)

の
よ
う
に 、
距
離

の
用
法
と
考
え
ら
れ
る
「
程」
も
あ
る 。
和
化
漢
文
に

近
い
用
字
法
と
さ
れ
る 。

注
6
注
2
丸
山
論
文
二
ニ
・
二
三
頁 。

注
7
以
下 、
原
因・
理
由
を
表
わ
す
「
問」

の
口
語
訳
と
し
て 、
こ

の
「
l

の
で」
を
用
い
る
が 、
と
れ
は 、
永
野
賢
氏

の
論
文
『「
か
ら」
と
「

の

で」
と
は
ど
う
迷
う
か』
(「
国
語
と
国
文
学」
昭
和
二
十
七
年
二
月
号)

に
基
づ
く
も

の
で
は
な
く 、

便
宜
的
に
使
用
す
る
に
過
ぎ
な
い 。

注
8
「
国
語
学」
第
苅
輯 、
(
昭
和
四
十
四
年
九
月) 。

注
9
「
国
語
国
文」
昭
和
三
十
年
二
月
号 。

注
叩
「
国
語
国
文」
昭
和
四
+
年
六
月
号 。

注
日
前
掲
論
文
五
O
七
頁 。

注
四
と
と
に
用
い
た
資
料

の
う
ち 、
注3
・

注4
に
掲
げ
な
か
っ

た
も

の

は 、
次

の
二
つ
で
あ
る 。

平
安
遺
文
||『

平
安
遺
文
第一
巻』
(
昭
和
五
十
四
年 、
東
京
堂
出

版) 。
小
右
記
||『

増
補
史
料
大
成
小
右
記一
』
(
昭
和
五
十
六
年 、
臨

川
書
庖) 。

尚 、
小
右
記
は
参
照
資
料
と
し
て
掲
げ
た 。

注
目
但
し 、
と
れ
ら
は一
種

の
類
型
的
な
表
現
形
式
で
あ
り 、
忠
実
に
訓
法

を
反
映
し
て
い
る
訳
で
は
な
い 。
例
え
ば 、
独
立
的
な
「ユ
ヱ
ニ」
に

は 、
「ユ
ヱ
ニ」

の
外
に
「ソ
ヱ
ニ」
「
カ
レ」
等

の
訓
も
合
ま
れ
て
い

る 。

注
比
『
古
事
記

の
文
接
続
に
つ
い
て』 、
「
国
文
学
致」
第
お
号 、
(
昭
和
三
十

五
年
五
月) 。

注
目
資
料
に
は 、
次
下

の
も

の
を
用
い
た 。

伊
勢
物
語
11『日

本
古
典
文
学
大
系
竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
・

大
和

物
語』 、
(
昭
和
五
十一
年 、
岩
波
書
庖) 。
土
左
日
記
・
か
げ
ろ
ふ
日
記・

和
泉
式
部
日
記

||『
同
土
佐
日
記
・
か
げ
ろ
ふ
日
記
・

和
泉
式
部
日
記・

更
級
日
記』 、
(
昭
和
五
十
年 、
向
上) 。

尚 、
和
化
漢
文

の
影
響
が
様々
な
角
度
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
土
左
日

記
に
は 、
「ア
ヒ
ダ」
「ア
ヒ
ダニ」
が
見
例
拾
わ
れ
る 。
と

の
資
料

の
成

立
が 、
承
平
五
年
八
九
三
五
〉
頃
で
あ
る
ζ
と
よ
り
推
せ
ば 、
そ
れ
ら

の

中
K
原
因・
理
由
を
表
わ
す
例
が
あ
る
も

の
と
予
測
す
る
と
と
が
で
き
る 。

し
か
し 、
実
際
に
は 、
期
間

の
用
法
が
ロ
例
と
継
続

の
用
法
が
6
例
で
あ

っ
て 、
原
因
・

理
由
を
表
わ
す
用
法
は
看
取
さ
れ
な
い 。
無
論 、
「ホ
ド

ニ」
3
例

の
中
か
ら
も
そ

の
用
法
は
拾
わ
れ
な
い 。
と

の
事
実
を、
土
左
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日
記
に
原
因
理
由
を
表
わ
す
「パ
」
が
mm
例
も
認
め
ら
れ
る
乙
と
に
徴
す

れ
ば
土
左
日
記
が
和
化
漢
文
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
た
と
は
言
わ
れ

る
も
の
の 、
大
略
は 、
和
文
と
し
て
の
文
休
に
規
制
さ
れ
て
い
た
と
と
が

窺
わ
れ
る
の
で
あ
る 。
又 、
表
に
竹
取
物
語
を
直
接
に
掲
げ
な
か
っ
た
の

は 、
間
資
料
に
於
け
る
窓
味
用
法
の
割
合
が 、
む
し
ろ
か
げ
ろ
ふ
日
記
以

降
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
為
で
あ
る 。
し
か
し 、
と
の
割
合
は 、
逆
に
現

存
本
竹
取
物
語
の
成
立
問
題
を
考
え
る
上
で 、
重
要
な
手
懸
り
と
も
言
え

よ
う。

注
お
『
日
本
軍
奥
記
古
写
本
の
比
較
に
基
づ
く
文
末
の
助
字
「
也」
「
尖」
字

の
用
法』 、
「
鎌
倉
時
代
語
研
究」
第
3
輯 、
(
昭
和
五
十
五
年
三
月) 。

注
げ
『「
来
迎
院
本
日
本
霊
異
記
に
於
け
る
「
弁」
字
と
「
魁」
字
の
用
法』

「
鎌
倉
時
代
語
研
究」
第

2輯 、
(
昭
和
五
十
四
年
三
月) 。
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〔
付
記〕

本
稿
は 、
昭
和
五
十
六
年
十
月 、
広
島
大
学
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た 、
第
四

十
五
回
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会
に
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
基
づ
き
加
筆
し

て
稿
を
成
し
た
も
の
で
あ
る 。
小
林
芳
規
先
生
に
は
終
始
御
指
導
裁
き 、
又 、

山
口
径
紀
氏 、
石
塚
碕
辺
氏
か
ら
も
食
重
な
御
教一不
を
賜
っ
た 。
上
の
方
々

に 、
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る 。

||
広
島
大
学
大
学
院
学
生
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